
外部人材活用事例紹介 

 

生徒が楽しんで活動できるよう心がけています 

 

部活動指導員（ソフトテニス部） 

 

小松島市小松島中学校 

 

中川  浩 さん 

部活動指導員になったきっかけとは 

教員を退職する際、学校長から、「部活動指導員になってみませんか。」と声をかけていただき、部活動指

導員を引き受けました。ソフトテニスは、とても魅力的なスポーツです。簡単に始められるスポーツで、け

がをすることも少ないです。中学校教員になって、ずっとソフトテニス部を指導してきたので、少しでもお

力になれればと思い、部活動指導員になりました。 

【部活動指導員として活動する日】 

○月・火・水・金（それぞれ２時間程度） 

○土、日（どちらか一日に３時間程度） 

※木曜日は、ノー部活デー 

※土、日のどちらか一日は、生徒の休養日 

【活動内容】 

○球出し（出したボールを生徒が打つ）等の技術面の指導 

○コート整備やあいさつ等の態度面の指導 

心がけていること 

部活動指導員を経験してみての感想 

男女ソフトテニス部を指導していますが、初心者の生徒もいますので、技術的な指導はもちろん、きびき

び行動すること、相手より先にあいさつすること、指導者の話をしっかり聴くこと等、態度面も大切と考

え、指導にあたっています。まず何よりも、楽しんでプレーできるような雰囲気づくりに努めています。 

顧問の先生よりひとこと 

私が生徒と関わる時は、メンタル面での励ましの声をかけることが多いです。部

活動指導員の中川さんが、専門的な分野（技術的な指導や試合の時の指示等）の指

導をしていただけるので、とてもありがたいし、安心です。平日の部活動では、中

川さんに部活指導をしていただいている間に、部の練習計画を立てたり、授業の準

備（理科）をしたりしています。また、以前よりも土日に休みが取れるようにな

り、家庭で子どもと過ごしたり、家事をしたりする時間が増えました。これから

も、部活動指導員と連携しながら、部の運営をしていきたいです。 

顧問の先生から部員

への諸連絡です。 

顧問の本田先生 

部活動指導員とは 

部活動指導員は、教員の教材研究等に係る時間の確保や、専門外教員の心理的負担の軽減を図るために配

置されており、中学校におけるスポーツ、文化、科学等に関する教育活動（中学校の教育課程として行われ

るものを除く。）に係る技術的な指導に従事しています。 

教員をしている時は、できないことに対して「なぜ、できないのか。」と、生徒に要求することが多かっ

たのですが、今の部活動指導員の立場だと、ゆとりをもって生徒と関わることができます。まずは、ソフト

テニスというスポーツを楽しんでほしいです。そして、コロナが終息したら、時間をかけて技術的なレベル

を上げたり、練習試合の機会を増やしたりして、ゲームの面白さを伝えたいです。 

活動内容 

テンポよく 

球出しをします。 


